
Listed Company 3035

2011年5月期 決算説明会2011年5月期 決算説明会
2011年7月13日2011年7月13日

http://www.ktk.gr.jp



この度の東日本大震災により被災された皆様に、

心よりお見舞い申し上げますとともに、

一日も早い復興をお祈り申し上げます。

ケイテ ケイ株式会社はケイティケイ株式会社は、

復興の一助となるよう努めてまいります。

ケイティケイ株式会社
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ⅠⅠ 20112011年年55月期業績月期業績ⅠⅠ.2011.2011年年55月期業績月期業績



2011年5月期の業績＜連結＞

（単位：百万円）

2010年5月期 2011年5月期

上半期 見通し 通期実績

実績

半期 見通し 通期実績

実績
対前年
差額

対前年
比率

期初設定 変更 実績
対前年
差額

対前年
比率

売上高 8,983 4,336 △208 95.4% 9,280 8,784 8,692 △ 291 96.8%

リサイクル商品 2,558 1,235 △84 93.6% 2,559 2,472 2,405 △ 153 94.0%

サプライ事業 OAサプライ商品 5,432 2,621 △113 95.8% 5,338 5,296 5,266 △ 165 97.0%

その他 719 357 2 100.6% 1,082 771 772 52 107.4%

ソリューション事業 ＩＴ商品 273 121 △ 12 90.9% 300 243 247 △ 24 91.0%

売上総利益 2 300 1 118 △64 94 5% 2 405 2 284 2 208 △ 91 96 0%売上総利益 2,300 1,118 △64 94.5% 2,405 2,284 2,208 △ 91 96.0%

売上総利益率 25.6% 25.8% - - 25.9% 26.0% 25.4% - -

販売費及び一般管理費 2,116 1,065 21 102.1% 2,207 2,178 2,159 43 102.0%

営業利益 184 52 △86 37.9% 197 105 49 △ 135 26.7%

経常利益 173 47 △84 36.2% 186 103 44 △ 128 25.6%

当期純利益 94 19 △58 25.3% 99 50 18 △ 76 19.8%

四半期ごとの売上高の推移（連結）（単位：百万円）
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2011年5月期 決算ハイライト＜連結＞

リパックトナーは、販売本数が対前年度比100.3%と前年の販売本数を維持
するものの、競合各社との継続的な価格競争により販売単価が下落し、
売上高は対前年比94 0％と減少した

＜サプライ事業＞

リ サ イ ク ル 商 品
売上高は対前年比94.0％と減少した。

新品トナーカートリッジ並びに紙製品のPPC用紙、ロールペーパー、オーダー用
紙の販売量が落ち込み、売上高は対前年比97.0％と減少した。

ＯＡサプライ商品

一般事務用品の販売が好調であったことと電化製品の売上増により、売上高
は増加し、対前年売上比が107.3％となる。

（ステーショナリー商品他）

そ の 他

企業各社のＩＴ投資抑制を受けメールセキュリティ関連商品の売上高が減

（ステ ショナリ 商品他）

＜ソリューション事業＞

Ｉ Ｔ 商 品 企業各社のＩＴ投資抑制を受けメ ルセキュリティ関連商品の売上高が減
少、対前年売上比91.0％と減少した。

期末配当7 0円

Ｉ Ｔ 商 品

株 主 還 元

震災の影響
直接的影響：当社およびグループ従業員・家族、ならびに拠点建屋への被害はなし。
生産・販売への影響：一部商品の入荷不順ならびに買い控えによる販売減少など、

期末配当7.0円株 主 還 元

6

震災の影響 生産 販売への影響： 部商品の入荷不順ならびに買い控えによる販売減少など、
業績全体への影響あり。



業績の推移＜売上高 連結＞
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（単位：百万円）

売上高は、企業の消耗品使用量の節約とIT投資抑制の影響により8,692百万円、
対前年291百万円（対前年比96 8％）の減収

2007年5月期 2008年5月期 2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

7

対前年291百万円（対前年比96.8％）の減収。



業績の推移＜営業利益・経常利益・当期純利益 連結＞
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売上高の減収が影響し、大幅な減益となる。
営業利益 対前年比135百万円減（対前年比26.7％）
経常利益 対前年比128百万円減（対前年比25 6％）
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経常利益 対前年比128百万円減（対前年比25.6％）
当期純利益 対前年比76百万円減（対前年比19.8％）



キャッシュ・フロー＜連結＞
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（単位：百万円）

営業CFは、169百万円となる。
投資CFは、主に有形および無形固定資産の取得による支出が190百万円あり、
△235百万円となる。
財務CFは 主に配当金の支払い51百万円及び長期借入金の返済5百万円

9

財務CFは、主に配当金の支払い51百万円及び長期借入金の返済5百万円、
リース債務の返済による支出6百万円により△63百万円となる。



貸借対照表＜連結＞

（単位：千円）

2010年5月期 2010年5月期 2011年5月期 2011年5月期

上半期 通期 上半期 通期

流動資産 2,652,715 2,632,169 2,651,139 2,455,045

（たな卸資産） 196 501 170 745 156 014 188 763（たな卸資産） 196,501 170,745 156,014 188,763

固定資産 1,701,546 1,657,819 1,682,544 1,795,056

資産合計 4,354,262 4,289,988 4,333,683 4,250,101

流動負債 2,161,858 2,084,071 2,126,004 2,045,959

固定負債 86,452 107,215 115,940 139,496

負債合計 2 248 310 2 191 287 2 241 944 2 185 456負債合計 2,248,310 2,191,287 2,241,944 2,185,456

純資産合計 2,105,951 2,098,701 2,091,739 2,064,645

負債純資産合計 4,354,262 4,289,988 4,333,683 4,250,101

たな卸資産回転率が2009年5月期（中間）17.5回から2010年5月期（中間）21.4回になたな卸資産回転率が、2010年5月期39.1回から2011年5月期34.4回になり、
在庫管理の効率がやや下が た

10
り、効率良く売上に結びついた。在庫管理の効率がやや下がった。



自己資本比率＜連結＞
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2008年5月期 2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期

自己資本比率がやや減少するものの目標の50%に近い比率にて推移する
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自己資本比率がやや減少するものの目標の50%に近い比率にて推移する。



サプライ事業サプライ事業



サプライ事業：品目別売上高推移
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サプライ事業全体の売上のうち、過半数以上をＯＡサプライ商品が占めている。

2007年5月期 2008年5月期 2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期
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販売チャネル別業績推移

サプライ事業 ＷＥＢ以外売上高

サプライ事業 WEB受注（はっするネット）売上高

サプライ事業 ＷＥＢ受注（カスタマイズはっするネット）売上高

341
6012000
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（単位：％）

サプライ事業全体の売上に占めるカスタマイズはっするネットの割合は年々増加している。
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はっするネット売上高の内訳
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はっするネット全体の売上に占めるカスタマイズはっするネットの割合は
上昇傾向にて推移する。
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昇傾向 推移す 。



リサイクル商品の売上高推移
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リサイクル商品の競合各社との価格競争激化による販売単価の落ち込みにより、
2 405百万円 対前年153百万円（対前年比94 0％）の減収
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2,405百万円、対前年153百万円（対前年比94.0％）の減収。



リサイクル商品（リパックトナー）の販売本数の推移
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お客様の継続的な経費削減意識により リパックトナーの販売数量は
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お客様の継続的な経費削減意識により、リパックトナーの販売数量は
前年対比100.3％を維持する。



ＯＡサプライ商品の売上高推移
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（単位：百万円）

震災の影響による一部の新品トナーカートリッジ並びに紙製品の入手不順とともに、
新品トナーカートリッジ、紙製品のPPC用紙、ロールペーパー、オーダー用紙の販売量が

18
減少し、5,266百万円、対前年165百万円（対前年比97.0％）の減収。



ＯＡサプライ商品（新品トナーカートリッジ）の売上高推移
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（単位：百万円）

輸入純正トナーカートリッジ及び汎用トナーカートリッジの入手難が続いたことと、
さらには震災の影響もあり 売上高は減少
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さらには震災の影響もあり、売上高は減少。



ＯＡサプライ商品（新品トナーカートリッジ）の販売本数推移

18,513
11,451

250,000 輸入純正トナー 汎用トナー 純正トナー233,099

207,682

188 409

30,244
24,301

16,431
12,051

9,702

7,827
5,691

4,908

150 000

200,000
177,793

188,409

165,354

184 342
14,421 13,300

10,258
6,455

4,363

2,973 2 347
100,000

150,000
販

売

本

数

117,036 107,806
97,024

89,685 81,676

92,357

184,342

88,051

171,930

83,696

164,151

80,161

160,051

74,927

150,744
8,965

6,551 4,402

2,973 2,347

50,000

0

上半期 通期 上半期 通期 上半期 通期 上半期 通期 上半期 通期
（単位：本）

2007年

5月期

2008年

5月期

2009年

5月期

2010年

5月期

2011年

5月期

純正トナーはプリンタメーカーの戦略や厳しい価格競争、さらには震災の影響により減少。

20
輸入純正トナー及び汎用トナーも入手難の上、地震の影響を受け減少。



その他商品の売上高推移
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（単位：百万円）

一般事務用品の販売が好調であったこと、電化製品の売上増により、売上高は増加し、

21
53百万円（対前年比107.4％）の増収となる。



ソリューション事業ソリューション事業



ＩＴ商品の売上高推移
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（単位：百万円）

企業のセキュリティ関連の投資抑制を受け、メールセキュリティ関連商品の売上高が減少し、

23
24百万円（対前年比91.0％）の減収。



ⅡⅡ 20122012年年88月期月期業績見通し業績見通しⅡⅡ..20122012年年88月期月期業績見通し業績見通し



2012年8月期の見通し＜連結＞

リパックトナーの拡販を中心に引き続き連結収益の最大化を図る。リ サ イ ク ル 商 品

＜サプライ事業＞

「ケイティケイ はっするネット」の導入を推進し、新品トナーカートリッジ
を中心に拡販をする

Ｏ Ａ サ プ ラ イ 商 品
を中心に拡販をする。

「はっするネット」のＷｅｂ受注率アップにより販売効率を向上させる。
カスタマイズはっするネットの推進により 顧客の囲い込みを行うカスタマイズはっするネットの推進により、顧客の囲い込みを行う。
販売網強化の一環として「ケイティケイ はっするネット」ＦＣ（フラン
チャイズチェーン）の展開を推進し、売上の拡大を図る。

そ の 他

事

各種メールセキュリティサービスのASP総合サービス「＠Securemail」
にて収益の確保をする。

Ｉ Ｔ 商 品

＜ソリューション事業＞

次期の見通しを勘案し、10円配当を予定する。株 主 還 元

25



2012年８月期業績の見通し＜連結＞
（単位：百万円）

2011年5月期
（2010年5月21日～

2011年5月20日）

2012年8月期（第４四半期累計期間）
（2011年5月21日～2012年5月20日）

2012年8月期（通期）
（2011年5月21日～

2012年8月20日）

実績 見通し
対前年

見通し
差額 比率

売上高 8,692 8,885 193 102.2% 11,109

リサイクル商品 2 405 2 367 △37 98 4% 2 960

サプライ事業

リサイクル商品 2,405 2,367 △37 98.4% 2,960

OAサプライ商品 5,266 5,435 169 103.2% 6,797

その他 772 812 40 105.2% 1,015

リ シ 事業 商品 248 269 20 108 3% 336ソリューション事業 ＩＴ商品 248 269 20 108.3% 336

売上総利益 2,208 2,337 128 105.8% 2,920

販売費及び一般管理費 2,159 2,247 88 104.1% 2,817

営業利益 49 89 40 181.9% 103

経常利益 44 82 38 186.1% 94

当期純利益 18 37 19 201.4% 44

次期は決算期の変更（決算期日5月20日→8月20日）に伴い、
2011年5月21日から2012年8月20日までの15ヶ月間の変則決算と

2626
なる予定です。



配当金

18

20
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14

16

7
7 7

68

10

12

7 7 7

4

6
期末

第2四半期末7 7 7

4

0

2

2009年5月期 2010年5月期 2011年5月期 2012年8月期
（予想）

（単位：円）

配当については、実績ベースによる安定的な配当の継続を基本とし、
今後の事業展開を勘案した上で 業績に対応した配当を行います

（予想）

27

今後の事業展開を勘案した上で 業績に対応した配当を行います。



ⅢⅢ事事 業業 戦戦 略略ⅢⅢ..事事 業業 戦戦 略略



3本柱の将来的展望

高収益型企業 リサイクルトナーで はっするネットで メ ルセキュリティ分野で

Ｓｔａｇｅ：１ Ｓｔａｇｅ：２ Ｓｔａｇｅ：３

へのビジョン
リサイクルトナーで
業界No.1を目指す

はっするネットで
売上高の拡大を目指す

メールセキュリティ分野で
トップクラスを目指す

現状の

価格競争激化 新たな投資への
抑制

大震災以降の
消費意欲低下

問題点
販売単価の下落

顧客の休眠

平均顧客単価の低下
抑制

節約志向

めざす 年間50万本の Ｗｅｂ受注率
売上高 億円ゴール

年間50万本の
販売

Ｗｅｂ受注率
60％超

売上高5億円

2929
経常利益率5％へ



2012年8月期事業戦略

施策① 新規顧客の開拓

施策② 顧客の定着化

－はっするネットＦＣ展開

競争力強化

－カスタマイズはっするネットへの移行促進

－顧客接点の強化

・ＢＡＳＳ 競争力強化
生き残りへ

施策③ 顧客単価の増加

ＢＡＳＳ

－高付加価値商品の提供

－リサイクル商品：生産性をＵＰし、コストダウンへ

－自社ブランドプリンター

・ＰＢ商品

－ＩＴ商品：クラウド

－提案型営業

クロスセル

3030

・クロスセル



新規顧客の開拓施策①

はっするネットＦＣ本部を新設 専任スタッフがＦＣパートナー獲得に向けて継続的に活動中

－はっするネットＦＣ展開

はっするネットＦＣ本部を新設、専任スタッフがＦＣパ トナ 獲得に向けて継続的に活動中。

ＦＣパートナー契約数×獲得法人数＝はっするネットユーザー企業数

現時点で9社とＦＣ契約

ＦＣ
パートナー

ＦＣ
パートナー

ＦＣ
パートナー

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット
ユーザー企業

現時点で9社とＦＣ契約、
全国に拡大中。

ケイティケイ
はっするネット

ＦＣ
パートナー

ＦＣ
パートナー

ＦＣ
パートナー

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット

ＦＣ
パートナー

ＦＣ
パートナー

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット
ユーザー企業

はっするネット
ユーザー企業

ＦＣ
パートナー

ユーザー企業

ＦＣパートナー契約数に比例して、はっするネットユーザー企業（新規顧客）数が増加。

ＦＣ
パートナー

3131

ＦＣ トナ 契約数に比例して、はっするネット ザ 企業（新規顧客）数が増加。



顧客の定着化施策②

一般のはっするネット会員企業のカスタマイズ化を促進することにより 顧客との結びつきを

－カスタマイズはっするネットへの移行促進

【カスタマイズはっするネットの売上の推移】

般のはっするネット会員企業のカスタマイズ化を促進することにより、顧客との結びつきを
深くし、さらなる売上拡大をめざします。

800

1,000

1,200
（単位：百万円）

120 5％

118.6％

110.9％

937
1039 カスタマイズ

はっするネット
309社

400

600

800

190.0％

120.5％

656

790

毎年、2桁以上の
成長

はっするネットはっするネット
12,000社

促進

0

200

2007年 2008年 ２009年 ２010年 2011年 2012年

341
成長

【お客様メリット】

◎購買業務の簡易化

カスタマイズニーズに個別に対応、顧客満足度を向上。

5月期 5月期 5月期 5月期 5月期 8月期（予） ◎不必要な購入の排除

カスタマイズ ズに個別に対応、顧客満足度を向上。

3232



顧客の定着化施策②

東日本 中日本 西日本の各営業部に教育 研修を積んだＢＡＳＳ専門要員を配置

－顧客接点の強化～ＢＡＳＳ （ビフォア・アフターセールス・サービス）

【得られるメリット】

東日本、中日本、西日本の各営業部に教育・研修を積んだＢＡＳＳ専門要員を配置。

【得られるメリット】

◎リパックトナー使用前の清掃⇒不安解消

◎リパックトナー使用後の清掃⇒トラブル未然防止
（プリンタ とトナ カ トリッジの問題の分離）（プリンターとトナーカートリッジの問題の分離）

◎お客様情報の収集

◎トラブル時の迅速対応

安心感・信頼感の創出

専門要員によるプリンターメンテナンスで、お客様との絆づくりに貢献。

頼 創

3333

専門要員によるプリンタ メンテナンスで、お客様との絆づくりに貢献。



顧客単価の増加施策③

熾烈な競争が引き続き予測されるリサイクルトナー販売を戦い抜き、連結収益の最大化を

－高付加価値商品の提供 ～リサイクルトナー：生産性をＵＰし、コストダウンへ

熾烈な競争 続 予測 リ ク ナ 販売を戦 抜 、連結 最大 を
図るため、価格競争力を強化しリサイクルトナーの販売本数増を狙う。

生販一体によるリサイクルトナーへの継続的な取組み

【選択と集中】/組織営業力強化

価格競争力の強化

連

結

販 体 よるリサイクル ナ 継続的な取組み

リサイクルトナーの販売本数UP

価格競争力の強化

競合各社に打ち勝つ

収

益

生産効率（駒ヶ根工場）の向上

競合各社に打ち勝つ

更なる販売本数増へ

の

最

リサイクルトナーのコストDOWN

更なる販売本数増
大

化

3434



施策③ 顧客単価の増加

リパックトナーに加え、連結子会社であるアイオーテクノで製造するリパック商品
ジ ボ

―高付加価値商品の提供 ～リパックインク・リボンの拡充

アイオーテクノ春日井工場での「リパックインク」の再生、本格化。リパックインク

売上 拡大中！ 連

（リパックインク、リパックジェル、リパックリボン）の販売を強化する。

リコージェルジェットプリンター向け
リサイクル商品

売上 221百万円 （対前年比 116.8％）2011年
5月期

売上、拡大中！

結

収

ＰＦＲＳとの相乗効果

⇒リパックトナーに次ぐ新たな柱に。

⇒販売活動の強化 益

の

リパックリボン

⇒継続的な対応

競合会社が淘汰され、製造できる会社が少なくなっている。 最

大
⇒利益率の高いビジネスが可能に。 化

競争優位性の強いリパックインク・リボンで 売上総利益率を改善

3535

競争優位性の強いリパックインク・リボンで、売上総利益率を改善



施策③ 顧客単価の増加

－提案型営業でクロスセルを推進

2010年5月期と2011年5月期の
月毎の稼働客数（購入お客様数）の比較

毎月の稼働客数（購入お客様数）は
対前年比プラスで推移、着実に増加中。

単位）稼働客数

稼働客数の
推移

13500 

14000 

今後はプラスワン商材を中心に
クロスセルを推進

12500 

13000 

2010年5月期

2011年5月期

◇印刷物・・・・名刺、名入れ封筒、案内はがき、帳票、
オーダー用紙など

【プラスワン商材の一例】

11500 

12000 

2011年5月期

◇ＬＥＤ蛍光灯・・・・省エネ効果の高い時流にのった商品

◇家電品・・・・テレビ、エアコン

オ ダ 用紙など

プ
11000 

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月

◇自社商品・・・・ＩＴ商品、はっするプリンター

多様化する顧客ニーズに対応 顧客あたりの売上額のアップをめざす

3636

多様化する顧客ニーズに対応、顧客あたりの売上額のアップをめざす



本資料のお取扱いについて

本資料は ケイテ ケイ株式会社の将来についての計画や戦略 業本資料は、ケイティケイ株式会社の将来についての計画や戦略、業
績に関する予想及び見通しの記述が含まれています。これらの記述
は、過去の事実ではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断し
想定 び 信 基づく すた想定及び所信に基づく見込みです。

また、多様なリスクや不確実性（経済動向、市場需要、為替レート、
税制や諸制度等がありますが、これらに限られません。）を含んでいま税制や諸制度等がありますが、これらに限られません。）を含んでいま
す。そのため、当社は将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束
することはできず、結果は将来の展望と著しく異なる可能性があります
ので ご承知おき下さいので、ご承知おき下さい。
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